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 子どもたちほ成長するにつれてさまざまな習慣を身につけていくが、その主なものほ次の3つ

である。1つは、食事、排便、着衣、睡眠、清潔といった幼児前期にしつけられる基本的生活習

慣である。この習債の自立は、日常生活におけるよワよい適応を可能にするだけでなく、子ども

の心の自立の基礎になるという点で非常に大切なものである。次に、幼稚園や保育所での生活や

遊びを通して集団生活に適応していくという習慣を身につけなくてはならない。そρ習慣化によ

って、自己統制、責任感、協調性、自主性といった、社会生活に必要な素地が養われる。これら

は社会的生活習慣とよぱれるものである。さらに、小学校に入学することによリ学校生活に適応

していかな＜てはならないが、なかでも学習への適応が重要であることはいうまでもない。その

適応がうまくいくかどうかほ多くの要因によって左右されるが、特に子どもにとって大切なのが

学習習慣であワ、学習習慣が形成されれば、かなりの程度、学習への適応が成功したといえる。

 それでは、学習習債の内容としてどのようなものが考えられているのであろうか。辰野（1964）

は、その主なものとして予習・復習の仕方、授業の受け方、図書館の利用、本の読み方、辞書や

参考書の使い方、一ノートのとリ方、記憶の仕方、考え方、レポートの書き方、試験の受け方、注

意集中の仕方、環境の生かし方、および休養のとワ方をあげている。杉村（1984）ほ、家庭に

おける学習習慣を学習の計画・実行と学習の内容の2つに分け、学校における学習習慣として授

業の受け方とテストの受け方の2つを取リ上げ、それぞれについて具体的な項目を示している。

 次に、市販の標準化された検査の中から学習習慣に関係すると考えられるものをあげてみると、

診断性学習法診断検査（田崎、1961）には計画を立てて勉強する計画性、自分から進んで勉強す

る積極性、勉強の仕方を工夫する創造性、勉強に対する快適な環境があり、学力向上要因診断検

査（松原、1967）には勉強の方法、学習意欲、家庭環境が含まれている。新学習適応性検査

（辰野、1977）にほ、勉強の意欲、勉強の計画、授業のうけ方、本の読み方・ノートのとワ方、

覚え方・考え方、テストのラけ方、家庭の環境といった学習習慣にかかわる項目が多く含まれて．

いる。能率的学習法診断検査（松原、1967）ほ以下に示すように、検査全体が学習習側こ関係

しているといえる。勉強の計画性、勉強のやり方、計画と実行、学習意欲、生活習慣、学習習慣、

学習環境、授業をうける準備、ノートのとワ方、質問のし方、授業ちゅうの態度、試験の準備の
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し方、試験のうけ方、答案の利用法。

 本研究の目的は、上に述べた市販の諸検査を参考にして、学習習債を査定する項目を作成し、

小学生における学習習慣の実態を調べるとともに、学業式債と学習習慣の関係を検討することで

ある。

方     法

調査対象  小学校2，4，6年生の合計395名で、その内訳は妻1に示されている。

妻1調査対象の内訳（人数）

学 雫

合計
2 4 6

男児 60 70 72 202

女児 55 69 69 193

合計 115 139 141 395

 調査内容  ω学習習慣＿上述した学習習慣に関する考え方や検査内容を参考にして、まず、

学習習債を家庭における学習習債と学校における学習習債に分け、さらに学習習債を支えるもの

として学習意欲を加え、それぞ札について表2に示すような構成要因を考えた。この表で、生活

習慣と学習環境は家庭における学習習慣の、登校の意欲は学校における学習習慣の基礎をなしてい

るものである。

 次に、これらの内容にかかわる項目すべてを検査の項目の中から選び出したところ、内容が類

似したものも含めて約200項目が得られた。これらの項目について、①内容が類似したものは1

つにまとめ、②子どもたちの現実の生活からかけ離れているものを除くどいラ作業を行い、90項

目を作成した。最後に、大学生25名に①項目の内容が小学校の低学年児でも理解できるかどうか、

②それぞれの構成要因として必要な項目であるかどうかを2件法で判断してもらい、約70％以上

の者が理解できかつ重要であると答えた項目を選定した。さらに、わかりやすい表現に改めて、

最終的に62項目を作成した。妻2の括弧内の数はそれぞれの構成要因を示す項目数である。なお、

具体的な質問項目は引用文献のあとに示されている。

表2 学習習慣の構成要因

家庭の学習習慣 学習意欲 学校の学習習慣

A 生活習慣（6）     A 積極性・向上心（6） A 登校の意欲（5）

B 学習環境（5）     B 集中力・持続力（6） B 授業の受け方¢①

C 宿題・復習・予習ω              C ノートの取ワ方（5〕

D 計画と実行（5）                D テストの受け方（5〕

E 勉強の仕方（5）

㈲ 括弧内の数字は質問項目の数を示す。
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 ω学業式債一1学期末の国語、社会、算数、理科の成漬（素点）を調査校から提供してもら

った。

 手続き  学習習債の調査と知能検査は心理学専攻生によりて午前中に各教室で実施された。

実施目は2年生と6年生は昭和60年10月21目、4年生ほ10月22目であった。学習習慣の回答用紙

には、上部に購ほい、いつも男はO、“ほい、ときどき，，は△、一一いいえ”ほxという答え方が

印刷しであり、その下に1番から62番までの項目番号が印刷してある。答え方を板書してよ一く理

浮させてから、1番から順に質問項目を読みあげ、O、△、xで回答させた。

結果と考察

 学習習慣の学年差と性差  “はい、V’つも”を2点、“ほい、ときどき”を1点、㍉’いえ”

を1点として採点した。但し、生活習債の項目2と6、集中力・持続力の項目4，5，6、登校

の意欲の項目5および授業の受け方の項目7～1Oは、一ユはい、いつも”をO点、｝いいえ”を2

点とした。表3ほ学年別、男女別の平均と80を示したものである。

表3 学年別、男女別の平均と

家庭の学習習慣 学習意欲 学校の学習習慣

A B C D 1≡： A B A B C D
平均 7．23 5．33 3．82 3，32 3．60 5．48 7，23 6．47 10，18 4．73 6．05

男児
2
細 2．30 2．23 2．10 3．36 2．39 3．49 2．90 2．15 3．Ol 2．00 2．09

年 平均 8．93 6．65 4．71 3．76 5．22 7．13 8．67 7．47 11．82 5．69 6．96
女児

生 ㎜ 2．08 1．86 1．75 2．70 2，42 2．46 2．32 1．91 3．33 2．13 i．88

平均 8．08 5．99 4．27 3．54 4．41 6．31 7．95 6．97 11．00 5．21 6，51

平均 7．54 5．56 3，20 2．03 3，29 5．33 5．94 6．06 9．67 5．04 6，51
男児

4 田 2．62 2．39 1．80 2，20 2．39 3．08 3．00 1198 3．49 1．84 1．51

年 平均 7．69 6．28 3．87 3．35 4．78 6，75 7，74 6，57 1O．88 6141 7．32
女児

生 棚 2，37 2．04 1．59 2．46 1．99 2．40 2．26 2．00 2．91 1．76 1．32

平均 7．62 5．94 3．54 2．67 4，046．04 6．84 6．32 10．28 5．73 6．92

  平均
j児

6．99 5．65 3．72 3．51 4，01 5．56 6131 5．51 8．36 4．88 6，53

6 棚 2．61 2．1O 1．97 2，93 2．56 3．08 3．05 2．22 3．89 2．36 2．20

年 平均 8．45 6．97 4，33 4．03 5．04 6．26 7．78 6．86 10．46 7167 8．06
女児

生 棚 1．79 1．87 1．35 2．54 2．09 1．88 1．89 1．81 2．96 1．74 1．69

平均 7．74 6．31 4．03 3．77 4，535．91 7．05 6，19 9．41 6．28 7．30

学年差の O．96 1．28 5．75筆‡5．75‡‡1，60 0．68 6．63拙5・67‡事 7．62軸9．43‡‡6．27伽                          663拙567‡事 762軸943‡‡627ホ＊

             榊ρ＜．01

 11の構成要因のそれぞれについて、重みをかけない平均に基づく3（学年）X2（性）の分散

分析を行った。その結果、性の主効果はすべての構成要因において1％水準で有意であワ、いず
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れも女児の方が男児よワも高い得点を示した。このことから、家庭の学習習慣、学習意欲、学校

の学習習慣のすべてにおいて、女児が男児よりも望ましい状態にあるといえる。学年の主効果に

ついては、表3の最下行にF値（〃：2／389）が示されている。有意な主効果は7つの要因で

得られているが、学年差のバターンは次の4つに分けられる。（1〕宿題・復習・予習および計画と

実行は4年生が最も低くて2年生と6年生はほぼ同じ、（2〕集中力・持続力は2年生が最も高くて

4年生と6年生はほを同じ、（3燈校の意欲と授業の受け方は高学年になるにつれて低くなる、（4）

ノートの取ワ方とテストの受け方は高学年になるにつれて高くなる。

 妻4ほ項目ごとに男女をこみにした2点、1点、0点の分布（％）を示したものであり、右端

の値ほ3（学年）X3（得点）の！検定の結果である。

 62項目のうち42項目が5％水準または1％水準で有意になっているが、要因別にみると、生活

環境、学習環境、テストの受け方でほ有意な学年差を示した項目が少なく、宿題・復習・予習、

計画と実行、勉強の仕方、集中力・持続力、授業の受け方、ノートの取ワ方では有意な学年差を

示す項目が多Ψ㌔有意になった項目について、学年間の差がほぼ20％以上あるものを選び出し、

得点ごとに増加した項目と減少した項目に分類した。増加した項目には学年の上昇につれて増加

する場合、2年生から4年生にかけて増加する場合、4年生から6年生にかけて増加する場合が

含まれておワ、減少した項目には学年の上昇につれて減少する場合、2年生から4年生にかけて

減少する場合、4年生から6年生にかけて減少する場合が含まれている。

妻4項目ごとの得点の分布（％）

2 年生 4 年生 6 年生
1点 2点

〆検定
2点 1点 0点 2点 ○点 1点O点

家庭の学習習慣
1 30 48 22 25 47 28 28 43 29 2．73
2 78 17 5 71 20 9 80 17 3 5．32

A 3 46 28 26 50 32 18 45 34 21 3．11

4 63 27 1O 64 27 9 62 29 9 O．17

5 43 11 46 30 22 48 23 31 45 19．55淋
6 63 29 8 61 30 9 50 41 9 6．06

1 60 21 19 55 31 14 70 16 14 11，51＊

2 43 37 20 31 48 21 36 43 21 3．86

B 3 29 23 48 22 21 57 21 17 62 5141

4 36 41 23 39 45 16 38 48 14 4129

5 63 26 21 75 6 19 84 7 9 15．80榊

1 86 11 3 65 31 4 70 25 5 16．04榊

C 2 16 32 52 18 36 46 8 49 43 12106榊
3 23 33 44 9 31 60 5 45 50 26．84神
4 37 23 40 19 41 40 36 46 18 33．68榊

1 23 13 64 12 22 66 17 21 62 7．64

2 33 29 38 17 37 46 22 52 26 24．55神
D 3 28 22 50 12 17 71 23 30 47 20，65榊

4 22 12 66 12 27 61 22 25 53 14，16榊
5 22 17 61 15 32 53 26 31 43 15．39榊
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1 22 54 24 31 55 14 18 64 18 9．45
2 30 34 36 13 49 38 12 58 30 22．36州

E 3 24 30 46 9 28 63 9 42 49 24．19榊
4 34 42 24 26 55 19 41 44 15 10．82＊
5 26 30 44 10 45 45 23 45 32 17，72州

学 習 意欲
1 27 49 24 27 52 21一 31 55 14 5．78

2 27 33 40 12 44 44 6 38 56 24．79州
A
3 63 20 17 53 32 15 40 42 18 16．63材
4 17 37 46 9 39 52 15 45 40 7．26
5 39 33 28 40 38 22 38 50 12 12．86＊
6 40 32 28 35 45 20 29 55 16 13，47州
1 33 44 23 26 44 30 37 45 18 7．63
2 72 20 8 48 42 1O 53 43 4 21．38州

B
3 21 48 31 9 48 43 11 55 34 1O．14‡
4 69 12 19 51 30 19 45 35 20 20．86州
5 58 29 13 53 25 22 35 53 12 29．53‡‡
6 54 30 工6 40 42 18 31 51 18 工5．70榊

学校の学習習慣
1 65 20 15 46 39 15 49 35 16 12．34｝
2 36 14 50 15 28 57 18 18 64 21．76州

A 3 70 20 10 58 27 15 46 36 18 15．38舳
4 83 13 4 84 12 4 89 9 2 1．78
5 38 45 17 32 55 13 29 57 14 4．20

1 18 52 30 9 52 39 26 48 26 14．36“
2 17 47 36 21 48 31 38 47 15 24．68舳
3 72 23 5 42 53 5 37 56 7 36．96州
4 27 43 20 32 49 19 13 38 45 37．96州

B
5 19 46 35 20 50 30 10 38 52 17．16州
6 18 39 43 17 43 40 16 40 44 1．02
7 40 53 7 30 58 12 18 70 12 16．64州
8． 24 52 14 19 59 22 9 69 22 14．92村
9 63 24 13 64 28 8 42 38 20 19．44州
10 30 57 13 17 59 24 12 58 30 19．50舳
1 84 14 2 71 27 2 65 28 7 18，34榊
2 24 I8 58 26 27 47 60 30 10 77．1O舳

C 3 33 49 18 31 52 17 39 41 20 3．45
4 15 23 62 16 54 30 28 50 22 52．24州
5 37 30 33 42 44 14 25 45 30 21．59榊
工 16 30 54 5 35 60 38 40 22 69．95舳
2 62 30 8 63 34 3 64 30 6 2．51

D 3 54 16 30 69 17 14 60 22 18 13．36舳
4 50 40 1O 63 30 7 49 38 13 8，53
5 78 16 6 81 17 2 77 22 1 7．02

‡ρく．05 榊ρ＜．01
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 ①2点が増加した項目一学習環境5（62－75－84）、授業の受け方2（17－21－38）、

ノートの取り方2（24－26－60）、テストの受け方1（16－5－38）。

 ②2点が減少した項目一生活習慣5（43－30－23）、宿題・復習・予習1（86イ5－70）、

積極性・向上心2（27－12－6）、同上3（63－53－40）、集中力・持続力2（72－48－53）、同

上4（69－51－45）、同上5（58－53－35）、同上6（54－40－31）、登校の意欲1（65－46－

49）、同上3（70－58－46）、授業の受け方3（72－42－37）、同上7（40－30－18）、同上9

（57－64－42）、ノートの取ワ方1（84－71－65）。

 ③1点が増加した項目一生活習慣5（11－21－31）、宿題・復習・予習4（23－41－46）、

計画と実行2（29－37－52）、勉強の仕方2（34－49－58）、積極性・向上心（20－32－42）、

同上6（32－45－55）、集中力・持続力2（20－42－43）、同上4（12－30－35）、同上5（29

－25－53）、同上6（30－42－51）、授業の受け方3（23－53－56）、同上7（53－58－70）、

ノートの取ワ方4（23－54－50）。

 ④0点が増加した項目一授業の受け方4（20－19－45）、同上5（32－30－52）。

 ⑤O点が減少した項目一宿題・復習・予習4（40－40－18）、計画と実行2（38－46－26）、

同上5（61－53－43）、授業の受け方2（36－31－15）、ノートの取ワ方2（58－47－10）、同

上4（62－30－22）、テストの受け方1（54－60－22）。

 以上の結果をもとに、各要因ごとに学年による変化について考察する。

 （1〕家庭の生活習慣＿生活習慣では、勉強時間と遊ぶ時間の区別（項目5）をしている者が高

学年になるほど減少しておワ、全く区別していない者が学年を通じて45～48％もいる。学習環

境では、辞書や図鑑を勉強机のそばに置く習慣（項目5）が62％から84％に増加しておワ、好ま

しい状態にあるといえる。宿題・復習・予習についてほ、宿題を忘れずにきちんとする者（項目

1）ほ減少しているが、2年生で86％、6年生でも70％と高率である。宿題がなくてもときどき

勉強する者（項目4）が増加し、勉強しない者が減少していることから、自発的な学習習慣が形

成されることが示唆される。計画と実行では、計画した勉強を最後までやらない者（項目2）が

減少し、ときどき最後までやる者が増加しておワ、計画を実行する者が多くなることがわかる。

家で決めた時間に勉強していない者（項目5）は低学年ほど多い。勉強の仕方については、どこ

が大切かを考えながら教科書を読む者（項目2）が｝ときどき”ではあるが34％から58％に増加

している。

 ②学習意欲＿積極性・向上心では、勉強することが楽しいと答えた者（項目2）は減少して

6年生では僅かに6％にすぎず、逆に楽しくないと答えた者は6年生で56％もいる。新しいこと

を勉強したいと思っている者（項目3）も減少しているが、6年生で40％もおり、“ときどき”

そう悪ラ者と合わせると82％であるので、項目2よワも望ましい状態にあるといえる。集中力・

持続力については、6項目中4項目で2点が減少しており、学年が進むにつれて、最後章で頑張

る者（項目2）が減少し、途中でマンガを読んだワ（項目4）、テレビを見たワ（項目5）する

者、勉強を始めても、す．ぐいやに在ってしまラ老（項目6）が増加する。この結果は、集中力・

侍読力が学年が進むにつれて低下することを示すものである。これは常識的な考えとは合わない
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が学年が進むにつれて復習や予習に必要な時間が長くなワ、その内容も難しくなるために、途中

で飽きたワ、いやになると感じやすいのであろう。

 13j学校の学習習慣＿登校の意欲では、少しくらい体の詞子が悪くても学校へ行きたいと思う

者（項目3）が70％から46％に減少しており、勉強の楽しさや新しいことを勉強したい気持ちの

減少と対応している。授業の受け方でほ、チャイムが鳴ったら勉強の用意をする者（項目2）が

増加するのに対して、授業中、先生の話をよく聞く老（項目3）が減少し、ぼんやりしている老

（項目7）や落書きをする者（項目8）が増加している。これらは、授業がわかリすぎるか叉は

わからないかのいずれかで、退屈している子どもが増加することを反映している．のかもしれない。

さらに、質問に自分から進んで答えない者（項目4）や自分から進んで意見を言わない者（項目

5）が増加し、6年生では50％前後に達している。これらの結果からみて、学年が進むにつれて、

授業中の態度が好ましくなワ、授業に対する積極性が乏しくなっていくといわざるを得ない。

 ノートの取リ方では、先生が黒板に書いたことを写す考（項目1）ほ学年を通じて多いが、84

％から65％に減少している。これに対して、先生に言われなくてもノートに書く者（項目2）ほ

24％から60％にも増加し、さらに、勉強したことをノートにまとめて書く者（項目4）も増加し

ている。このように、学年か進むにつれて積極的にノートを収リ、まとめることができるように

なる。最後に、テストの受け方でほ、計画を立てて勉強する者（項目1）が増加している。その

他の項目でほ2年生でも50％以上の者が望ましい習慣を身につけてお①、特に、間違ったところ

をやワ直す者（項目5）は78％にも達している。

 学習習旧と学業式積の関係  学習習債と学業式債との関係を明らかにするために、1学期末

の国語、社会、算数、理科の素点の合計点が高い者（上位群）と低い者（下位群）の学習習債を

比較した。2年生でほ各学級で合計点の高い方から男女6名ずつ、低い方から男女6名ずつを選

び、成漬上位群、下位群ともに36名ずっとした。4年生と6年生では男女4名ずつを選び、上位

群、下位群ともに40名ずっとした。これらの人数は各学年の人数のほぼ30％にあたるものである。

 表5は、上位群と下位群の平均と四および平均の差を示したものである。各要因について2

（群）X2（性）の分散分析を行い、群の有意な主効果があったものが表中の差のところに示さ

れている。

 2年生でほ生活習慣、集中力・持続力および登校の意欲だけが有意であワ、4年生では生活習

慣、宿題・復習・予習、集中力・持続力、登校の意欲、授業の受け方、テストの受け方が有意で

あった。6年生は学習環境以外のすべてにおいて有意であった。表から明らかなように、有意差

があったところはすぺて、上位群の得点が下位群の得点よワも高いこと、すなわち、上位群の方

が望ましい学習習慣が身にづいていることを示す。

 2年生では3つしか有意差がなかったのに、4年生では6つ、6年生でほ10というように学年

とともに増加していることからみて、学習習慣と学業成績の関係は学年とともに強くなるといえ・

る。3つの学年を通じて有意差があったのは生活習慣、集中力・持続力および登校の意欲であワ、

これらの3つは小学校を通じて学案成績と関係がある学習習慣である。4年生と6年生で有意差

があったのほ宿題・復習・予習、授業の受け方、テストの受け方であワ、これらは中学年から高
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表5成績上位群と下位群の平均と3り

家庭の学習習慣 学習意欲 学校の学習習慣

A B C D E A B A B C D

  平均上位群  棚 8．50 620428 281 4£7 6，23 8．56 7－59 1139 5．48 670
2

1，90 1，911．62 299 Z67 320 2．32 1．77  349 2－00 186
  平均下位群  棚 7－42 5，814DO 3，75 425 5．64 7．14 647 10．31 5．25 628

年
2ユ8 2り0203 276 1．92 2．72 263 188  3，39 1．76 205

生
差 1．08‡  0－39 0，28  →0．94 042 0．59 M2＊1．12＊ 1．08 0．23 042

  平均上位群  ㎜ 848 5．90385 270 4m 620 7，28 6．90 11，11 585 7123
4

1．92 2，211．48 243 2J2 2，45 284 1，75 3ユ6 1．68 1．27

  平均下位群  棚 628 5．80298 235 4，13 5．35 5．98 5，28 9－05 528 633
年

233 2．19162 206 225 279 265 193 305 184 161

生
差 1．50‡ホ010 0．87＊ 0．35 －013 0．85 1．30ホ1．62榊206‡0，57 0．90淋

  平均上位群  ㎜ 888 6．60478 5．10 5．33 7．35 7．85 645 1075 695 780
6

2．14 1，581，56 290 192 2．35 2，51 201 293 L87 175
  平均下位群 6．70 6．05338 325 368 4，98 6，50 538 825 5お3 6．63

年

ω 185 1．85149 227 208
209 204 193 320 L82 200

生
差 2－18材0，55 1．4①‡‡1．85‡｝1．65‡＊237＊＊1－35＊  1』17‡ 250州132榊1．17紳

＊ρ＜．05      ＊‡ρ＜．01

学年にかけて重要になってくる学習習慣である。計画と実行、勉強の仕方、ノートの取ワ方は高

学年になって学業成績を規定する要因である。学習環境については、どの学年でも学業成績との

関係がみられなかった。

 表6は、成績上位群と下位群について、項目ごとの得点の分布と、学年ごとに2（群）X3（。得

点）の〆検定を行った結果を示したものである。この検定で有意になった項目は、上位群が下位

群と比べて2点の者が多いか、O点の者が少ないか、あるいは2点の者が多くてO点の者が少な

いかのいずれかである。有意になった項目の数は2年生は10，4年生12，6年生21であワ、2年

生と4年生に比べて6年生のカが学習習慣と学業成績の関係が強いといえる。次に、有意になっ

た項目について学年ごとに検討してみよ㌔

 （1〕2年生一家庭の学習習慣3項員、学習意欲五項目、学校の学習習慣6項目で有意差があっ

た。家庭の学習習慣では、成績止位群は下位群と比べて、勉強時間と遊ぶ時間を区別し（生活習

慣5）、決まった場所で勉強し（学習環境1）、教科書を何回も読む者（勉強の仕方1）が多い。
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勉強の途中でマンガを読まないと答えた者（集中力・持続力4）ほ上位群にほ78％もいたが、下

位群では僅かに28％であった。学校の生活習慣では、学校のある目の方が楽しい（登校の意欲2）、

学校へ行きたくないと思う（同上5）で有意差があった。授業の受け方では3項目に有意差があ

り、上位群の者は、授業中、分らないところがあったら質問し（項．目6）、よそ見をしたワ（項

目8）、落書きをする（項目9）ことが少ないことがわかる。テストの受け方では分かる問題か

らすると答えた者（項目4）が上位群で多い。

 （2〕4年生＿家庭の学習習慣3項目、学習意欲2項目、学校の学習習慣7項目で有意差があっ

た。忘れ物をしないように気をつけている者（生活習慣4）が上位群では78％もいるのに対して

下位群では38％にすぎず、宿題を忘れずに、きちんとやっている者（宿題・復習・予習1）も、

同じ順に85％と40％であった。2年生と同様に、勉強時間と遊ぶ時間の区別（生活習慣5）で有

意差がありた。

 学校の学習習慣をみると、登校の意欲では、学校へ行くのが楽しいと答えた者（項目玉）は上

位群62％に対し下位群25％であワ、．学校のある目の方が楽しくないと答えた者（項目2）ほ上位

群45％に比べて下位群では70％もいた。2年生と同様に、学校へ行きたくないと思う考（項目5）

にも有意差があった。授業の受け方でほ、先生の話をよく聞いている者（項目3）ほ上位群62％、

下位群23％で著しい差があワ、先生の質問に自分から進んで答える者（項目4）にも有意差があ

った。下位群でほ先生が黒板に書いたことをノートに書かない者（ノートの取リ方1）が18％も

おワ、テストの見直しをする者（テストの受け方4）は上位群75％に対し下位群55％であった。

 （3〕6年生  家庭の学習習慣9項目、学習意欲4項目、学校の学習習慣8項目で有意差があつ

た。家庭の学習習慣では、忘れ物をしないように気をつけている者（生活習慣4）が上位群では

75％もいるのに下位群では40％にすぎず、これは、4年生と類似している。勉強時間と遊ぶ時間

の区別（同上5）ほ3学年を通じて有意であったが、テレビを見すぎる者（同上6）ほ6年生で

有意であワ、上位群では68％の者がそのようなことがないと答えている。宿題をきちんとやって

いる者（宿題・復習・予習1）ほ上位群85％、下位群55％であるのに対して、その目のうちに復

習していない者（同上2）ほ上位群25％、下位群58％であワ、宿題や復習をすることが学業成績

と関係があることがわかる。計画と実行で有意差があったのは6年生だけである。この要因は表

3からわかるように、平均点が相対的に低く、妻4をみても2点の割合が最も少ないことからみ

て、小学生にとってほ困難な習慣であるといえる。2つの項目で得られた有意差は、その目に家

で勉強する科目を決めてい舳・者（項目3）は下位群60％、上位群35％であワ、勉強する時間を

決めていない者（項目4）が同じ順に57％と37％であって、下位群ではそのような習慣がついて

いない者が6割もいることがわかる。勉強の仕方では、大切なところを忘れないように覚えよう

としている者（項目4）や勉強の仕方を工夫している者（項目5）が上位群で多かった。

 次に、積極性・向上心については、2年生と4年生では有意差を示す項目が1つもなかったが、

6年生では4項目で有意差があワ、また、表5の学習意欲Aでも有意差があることから、積極性・

向上心の要因は特に高学年で学業成績と関係があるといえる。自分から進んで勉強する（項目1）、

できなかった問題をもう一度やってみる（項目5）、分からないところは分かるまで勉強する
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表6 成績上位群と下位群の得点の分布（％）（括弧内は下位群）

蜆N

家庭の学習習慣

A

     1

     2

B  3
     4

     5

     工

    2
C  3
    4

     1

     2

D  3
    4

    5

     1

     2

E  3
    4
     5

学 習 意欲
     1

     2

     3

A  4

2  年  生

2点 1点   O点 〆検定

28（34）
89（67）
39（47）
72（50）
50（36）
64（58）

58（33）
8（25）
39（22）
25（36）
6（14）
36（28）

14（33）
3（8）
22（31）
3（14）
44（50）
O（14）

5，52

5，14

2，40

4，85
6．65＊

5，48

39（64）
48（33）
25（42）
36（36）
64（58）

42（11）
44（36）
22（20）
56（39）
19（8）

19（25）
8（31）
53（38）
8（25）
17（34）

8．81‡

5，74

2．32
4106
3．69

94（75）
1I（14）
19（25）
39（33）

6（19）
42（22）
36（33）
17（31）

0（6）
47（64）
45（42）
44（36）

5，58

3，14

0，32

1．93

17（28）
31（28）
28（33）
17（25）
14（19）

工1（工4）

19（41）
17（25）
11（11）
14（14）

72（58）
50（31）
55（42）
72（64）
72（67）

1，64

4，65

1，50

0，78

0．41

36（14）
31（25）
11（11）
36（36）
14（25）

47（75）
44（33）
28（39）
50（39）
47（36）

17（31）
25（42）
61（50）
14（25）
39（39）

6．73‡

2，27

1，07

1，64

1．68

28（17）
28（17）
67（59）
17（17）

50（50）
47（33）
19（19）
31（41）

22（33）
25（50）
14（22）
52（42）

1，80

4，86

0，89

1．09

4  年  生

2点 1点   O点  〆検定

18（20）
80（70）
55（30）
78（38）
35（30）
70（48）

67（50）
15（23）
28（50）
18（50）
40（13）
25（47）

15（30）
5（7）
17（20）
4（12）
25（57）
5（5）

3．11

 1，07

5．62

13．11榊
10．04榊
4，52

60（50）
33（38）
18（18）
40（38）
70（73）

25（35）
50（40）
25（28）
48（42）
7（5）

15（15）
17（22）
57（54）
12（20）
23（22）

1，03

0，84

0．07

084
0．21

85（40）
12（2）
18（8）
15（13）

13（50）
45（43）
30（30）
48（45）

2（10）
43（55）
57（62）
37（42）

17．28州
3，34

0，58

0．24

13（10）
23（I0）
1O（15）

i3（3）
8（13）

25（23）
37（35）
20（18）
37（27）
37（32）

62（67）
40（55）
70（67）
50（70）
55（55）

0，24

2，90

0．48

452
0．64

27（23）
1O（18）

10（5）
25（23）
7（13）

60（57）
55（50）
27（28）
52（60）
48（42）

13（20）
35（32）
63（67）
23（17）
45（45）

O．91

0，95

0，74

0，50

0，61

23（23）
13（10）
57（47）
3（5）

50（50）
50（40）
33（30）
45（43）

27（27）
37（50）
10（23）
52（52）

0，00

1，27

2，34

0．36

6  年  生

2点 1点   0点 グ検定

40（20）
85（70）
45（35）
75（40）
40（18）
68（35）

38（43）
15（23）
40（43）
20（43）
38（32）
28（55）

22（37）

O（7）
15（22）
5（17）

22（50）
4（10）

4，29

4，18

1．13

10．28州
7．84ホ

8．46＊

73（63）
40（38）
15（25）
48（30）
85（78）

23（20）
48（35）
17（25）
48（50）
5（10）

4（17）
12（27）
68（50）
4（20）
1O（12）

3，13

3．04

257
5，21

0．92

85（55）
18（5）
8（3）
45（27）

15（35）
57（37）
52（40）
42（50）

0（10）
25（58）
40（57）
13（23）

9，77州
9．58榊
2，93

3．08

30（13）
35（20）
37（15）
35（10）
40（18）

25（32）
47（50）
28（25）
18（33）
28（35）

45（55）
18（30）
35（60）
37（57）
32（47）

3．67

298
6．54‡

7．41｝

5．01

22（10）
15（10）

10（3）
52（28）
33（10）

65（65）
65（45）
47（42）
40（47）
47（47）

13（25）
20（45）
43（55）
8（25）

20（43）

3，59

5，70

2，55
7．15＊

8．00ホ

55（23）
13（3）
50（28）
10（3）

35（67）
45（42）
35（52）
75（45）

10（10）
42（55）
ユ5（20）

15（52）

9．57榊
3，34

4．30

13．13戦



5

6
41（28） 31（44） 28（28）  1．93
50（31） 33（41） 17（28）  3，02

42（28） 35（42） 23（30）  200
43（30） 47（40） 10（30）  5．12

50（18）47（62）3（20）1252州
48（13）47（62）5（25）1432榊

     1

     2

     3

B     4
     5

     6

33（22）
81（Z2）
33（36）
78（28）
69（48）
55（45）

39（53）
19（14）
39（25）
14（39）
25（33）
31（36）

28（35）
O（14）
28（37）
8（33）
6（19）
14（19）

1，61

5．49

1179

18．19洲
4，73

0．94

40（18）
45（38）
20（13）
52（47）
52（44）
45（30）

45（37）
47（47）
47（47）
28（30）
25（28）
37（47）

15（45）
8（15）
33（40）
20（23）
23（28）
13（23）

9．79榊
1，27

8，33榊
0，20

0．48

192

47（25）
57（47）
18（10）
57（37）
45（30）
37（30）

40（50）
40（50）
60（57）
37（40）
47（55）
50（40）

13（25）
3（3）
22（33）
13（23）
8（15）
13（28）

490
0，53

1，57

1，89

2．42

283

学校の学習習慣
     1

     2

A  3
     4

     5

64（61）
47（25）
83（67）
86（75）
42（25）

25（22）
6（33）
14（14）
14（17）
55（47）

11（17）
47（42）
3（19）

0（8）
3（28）

O．48

9．73榊
5，17

3，37

9．11＊

62（25）
10（10）
62（40）
87（72）
40（22）

駕㈱
28（40）
13（20）
52（60）

10（30）
45（70）
1O（20）
0（8）
8（18）

12，12榊
6．02‡

423
4，25
9，06＊

60（30）
15（15）
47（35）
90（82）
40（15）

27（47）
20（18）
40（37）
5（15）
47（65）

13（23）
65（67）
I3（28）

5（3）
13（20）

7．28榊
009
3，04

2，46
6．33＊

伽
ω

     1

     2

     3

     4

     5

B     6
     7

     8

     9

    10

14（22）
22（19）
44（50）
33（14）
22（19）
36（17）
31（39）
47（17）
44（61）
19（33）

67（39）
47（36）
39（42）
45（58）
45（39）
45（33）
63（47）
50（58）
50（22）
73（50）

19（39）
31（45）
17（8）
22（28）
33（42）
19（50）
6（14）
3（25）
6（17）
8（17）

5，65

1，53

1，15

3．78

0153

7．99州
2．55

11．89村
6．79州
3．77

8（5）
20（18）
62（23）
40（10）
23（13）
23（13）
25（25）
20（15）
77（62）
23（20）

55（45）
38（52）
30（72）
47（62）
52（50）
47（40）
65（60）
67（55）
i8（30）
57（52）

37（50）
42（30）
8（5）
13（28）
25（37）
30（47）
10（15）
13（30）
5（8）
20（28）

1．31

193
14，78州
10．27榊
2，17

2，98

0．48

391
3，65

0．62

28（20）
48（28）
50（10）
28（1O）

20（5）
18（13）
25（10）
13（5）
52（35）
1O（18）

57（47）
52（47）
45（80）
32（35）
30（40）
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（項目6）と答えた者が上位群では50％前後もおワ、学校で習ったことについて、もりと詳しく

調べない者（項目4）が下位群では52％もいる。以上のように、積極性・向上心では有意な項目

が多かったのに対して、集中力・持続力では有意差を示す項目はなかった。

 登校の意欲では、学校へ行くのが楽しい者（項目1）は上位群60％、下位群30％であワ、朝起

きて学校へ行きたくないと思う者（項目5）は上位群で少なかった。後者の項目は3学年ともに

有意差があD、どの学年も40％前後の者が行きたくないとは思っていない。授業の受け方では、

チャイムが鳴ったら勉強の用意をする者（項目2）は上位群で48％いるのに対して、用意をしな

い者は下位群では25％（上位群ではO％）もいた。授業中、先生の話をよく聞く者（項目3）は

上位群では50％もいるのに、下位群では僅かに10％であった。ノートの取リ方では、上位群の者

は下位群の者と比べて、ノートをきちんと、ていね川ご書き（項目3）、勉強したことをノート

にまとめて書く者（項目4）が多かった。テストの受け方は、見直している者（項目4）や間違

ったところをやり直している者（項目5）が上位群で多かった。

要    約

 子どもの学習習慣を査定する調査項目を作成し、学習習慣の学年差と性差を調べるとともに、

学習習慣と学業成績との関係を検討した。学習習慣の構成要因としては、家庭の学習習慣として

生活習慣（6項目）、学習環境（5項目）、宿題・復習・予習（4項目）、計画と実行（5項目）、

勉強の仕方（5項目）の5つ、学習意欲としては積極性・向上心（6項目）と集中力・持続力

（6項目）の2つ、学校の学習習慣として登校の意欲（5項目）、授業の受け方（1O項目）、ノ

ートの取リ方（5項目）、テストの受け方（5項目）の4つをとりあげた。

 小学2年生115名、4年生139名、6年生141名に各質問項目について“はい、いつも’、

0はい、ときどき’、’いいえ’で答えさせ、望ましい応答に2点、中間の応答に1点、望まし

くない応答に0点を与えた。主な結果は次の適ワである。

 （1）11の構成要因すぺてにおいて、女子の方が男子よワも高い得点（望ましい習慣）を示した。

 （2性活習慣、学習環境、勉強の仕方および積極性・向上心では有意な学年差がなかった。

 （3焔題・復習・予習および計画と実行は4年生が最も低くて2年生と6年生はほぼ同じであワ、

集中力・持続力は2年生が最も高くて4年生と6年生はほぼ同じであった。

 14）登校の意欲と授業の受け方は高学年になるにつれて低くなり、ノートの取リ方とテストの受

け方は高学年になるにつれて高くなった。

 （5〕学業成績上位群と下位群の学習習慣を比べてみると、2年生では生活習慣、集中力・持続力

および登校の意欲で有意差があワ、4年生では上の3つに加えて宿題・復習・予習、授業の受け

方およびテストの受け方の6つの要因で、6年生では学習環境以外の10の要因で有意差があワ、

いずれも上位群の方が望ましい学習習慣が身にづいていることを示している・

 （6順目ごとに群差を調べたところ、2年生では家庭の学習習慣3項目、学習意欲1項目、学校

の学習習慣6項目（計10項目）で有意差があり、4年生では同じ順に3項目、2項目、7項目

（計12項目）、6年生では9項目、4項目、8項目（計21項目）で有意差があり、いずれも成績
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上位群で望ましい応答が多かった。

 以上の（5）と（6）の結果から、学業式縁と学習習慣の関係は2年生から4年生、4年生か

ら6年生へと学年が進むにつれて強くなるといえる。
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学習習慣調査項目

家庭の学習習慣

A 生活習慣

家の人に言われなくても、決まりだ時間に寝ますか。

朝寝坊をして、遅刻することがあワますか。

寝る前に・明日の時間割リを確かめておきますか。

忘れ物をしないように気をつけていますか。

勉強する時間と遊ぶ時間を分けていますか。

テレビを見すぎて勉強しないことがありますか。

B 学習環境

家でほ決まった場所で勉強していますか。

家で勉強するとき、姿勢や明かりに気をつけていますか。

勉強机の上には、勉強で使うものだけを置いていますか。

家でほ本やノートの整理・整頓をしていますか。

辞書や図鑑は勉強机のそばに置いていますか。

C 宿題・復習・予習

1 宿題は忘れずに、きちんとやりていますか。

2 学校で習ったことは、その目のうちに復習していますか。
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   3 次の目の授業の予習をしていますか・

   4 宿題がなくても勉強していますか。

 D 計画と実行

   1 家で勉強の計画を作っていますか。

   2 計画した勉強は最後までやりますか。

   3 その日に家で勉強する教科を決めていますか。

   4 家では何時から何時まで、勉強するかを決めていますか。

   5 家では決めた時間に勉強していますカ㍉

 E 勉強の仕方

   1 教科書を何回も読みますか。

   2 どこが大切かを考えながら教科書を読んでいますか。

   3 教科書を読んだあとで、大切なところをまとめていますか。

   4 大切なところは、忘札ないように覚えようとしていますか。

   5 勉強の仕方を工夫していますか。

学習意欲

 A 積極性・向上心

   1 親に言われなくても、自分から進んで勉強していますか。

   2 勉強することが楽しいですか。

   3 新しいことを勉強したいと思いますか。

   4 学校で習ったことについて、もっと詳しく調べますか。

   5 できなかった問題を、もう一度やってみますか。

   6 分からないところほ、分かるまで勉強しますか・

 B 集中力・持続力

   1 家で机に向かったとき、すぐ勉強を始めますか。

   2 家で勉強を始めたら、最後まで頑張ワますか。

   3 家で勉強しているとき、ほかのことを考えることがありますか。

   4 家で勉強している途中で、マンガを読むことがありますか。

   5 家で勉強している途中で、テレビを見ることがありますか。

   6 家で勉強を始めても、すぐいやになってしまいますか。

学校の学習習慣

 A 登校の意欲

学校へ行くのが楽しいですか。

休みの日よりも学校がある日の方が楽しいですか。

少しくらい体の調子が悪くても、学校へ行きたいと思いますか。

学校で友達と遊ぶのが楽しいですか。

朝起きて、学校へ行きたくないと思うことがありますか。
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B 授業の受け方

チャイムが鳴ったら、すぐ席に着きますか。

チャイムが鳴ったら、すぐ勉強の用意をしますか。

授業中、先生の話をよく聞いていますか・

授業中、先生の質問に自分から進んで答えますか。

授業中、自分から進んで意見を言いますか。

授業中、分からないところがありたら、質問しますか。

授業中、ほんやワしていることがありますか。

授業中、よそ見をすることがありますか。

授業中、落書きをすることがありますか。

授業中、おしゃぺりをすることがあワますか。

C ノートの取ワ方

D

1

2

3

4

5

先生が黒板に書いたことを、ノートに書きますか。

先生に言われなくてもノートに書きますか。

ノートはきちんと、ていねいに書いていますか。

勉強したことをノートにまとめて書いていますか。

ノートの書き方を工夫していますか。

テストの受け方

テストの前に、計画を立てて勉強していますか。

テストのとき、問題をよく読みますか。

テストのとき、分かる問題からしますか。

テストの答えを書き終わったとき、見直しますか。

テストを返してもらったとき、間違ったところをやワ直しますか。
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